
2，2一ビス（4一ヒドロキシフェニル）プロノく】ノの

濃縮度試験成績報告書

1．　試験期間

2　試　料　名

式造構

昭和52年5月11日～昭和52年8月16日

2，2→ゴス（4一ヒド畔シフェ誹）プゆウ

　　　　　　　　　　　　　（試料遜K－67）

　　　　　　　　　　　　CH3

　　　　HO　　亡　　　H
　　　　　　　　　　　　6H，

　5　試験方法及び条件

　　　　雛霧擁…一………

　　5．1　試験装置及ぴ機器

　　　　←）水系環境調節装置　流　　水　　式

　　　　（b）　ガスクロマトグラフ　日本竜・子社製　20KFP型

　　52　試験条件

　　82．1　TL皿試験

　　　　＠）試験魚

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※　　　　　　　ヒメ：ダカ平均体重0，5g、塩化第ニオ〔銀綻合格点

　　　　　※田端健二用水と廃水⊥生1297～1505（1972）

　　　倒影弗散剤及凝際散法

　　　　分散剤　硬化ヒマシ油（HCO－40）

　　　　分散法　供試物賓1gと硬化ヒマシ油（ECO一一40）1gを

　　　　　　　アセトンに溶解させた後アセトンを留去する。これ

　　　　　　　にイオン交換水を加えて11に定容し、伯00聾m

　　　　　　　　（w／▽）の原液を調製したd

［

522　濃縮度試験

　（1）外部消毒　止水状態で10ppn塩酸クロロテトラサイクリン

　　　　　　　溶液で24時間薬浴を行った。

　（2）　順　　イヒ　25℃×14日

　　　　　　　　流水量5791／日
　　　　　　　（原液：希釈水　2皿1：400m1）

　　　　　　　　　　　平均体長　約10cm

　　分散法　　　　5，2．1（b）に同じ

　　試験温度　　25±2℃

　　試験水槽の溶存酸素　図一11，12参照

　　水槽濃度
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　1
　　　設定理由　48時間T　Lm値15PPロの一一7及び一に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　102　　　1D5
　　　　　　　設定した。

　　　設定値　　　　　（単位ppb凧／V）

（c）試験温度　　25土2℃

㈹結果48時間TLm値15pロ1〔り）

（a）外部消毒及び順化

（b）試験水槽　　ガラ．ス製　容妄」001

（c）試験魚　　　コイ　平均体重　約25g

（d）

（
e
）

（
f
）

（9）

供試物質

第一濃度区 150！｛で

第二濃度区 15

　τ｛
@■　一、日；　i

2▼ 5▽ 4W 6W

第一濃度区’ コ493 155．7 1522 1．45．9

第二濃度区 15．0 15．2 155　　15．5
D」L＿＿

実賄表司濃縮率を求めるため併願度（単氓o3



52．5　分析試料の前処理

　　　（巳）魚体

試　験

一撃…一．劃

』碧霧1鰍i臨）

　魚

・体重測定

・細片化

←海砂　1日9

←無水硝酸ナトリウム　100g

・脱水らい砕

←酢酸エチル　15日血・

・振と

一恒』一一竺ン層 墜 層

←且一

・振と

以下 頁に続

匝酷罵総論，，圃

　　　←アセトニトリル50ml

　　　←n一ヘキサン　50ml

　　　←塩酸（1＋1）5皿

　　　　・振とう（10分間）

←且一ヘキサン　50ml

・振とう（10分間）

ln一ヘキサ痛

水　　層

＊
⑥

　　　前頁より引続き

　　　　水　　層

　　　　　　←酢酸エチル　50皿

　　　　　　・抽出（振とう相分間）

　　　酢酸エチル層

　　　　　　・脱水（無水硫酸ナトリウム）

　　　　　　・乾固（ロータリr二’献レーター）

　　　　　　・真空乾燥（60℃50分間）

　　　　　　←酢酸エチル　2ml
　　　　　　←トリメチルシリル化剤＊200μ1

　　　　　　・トリメチルシリルエーテル化

N■0一ピヌ（トリメチルシリル）トリフルオロアセトアミド

試験水

　　　試　験　水

　　　　　　　　　　　　　第一濃度区篤二磯劇区

　　　　　　・採水　　　　　100ml　　1000皿1

　　　　　　←塩化ナトリウム　　　309　　　　500g

　　　　　　←酢酸エチル　　100皿1　　200m1

　　　　　　・抽出（振とう10分間）

以下　頁に続く



前頁　ウ引続き

　　1

回
酢酸エチル層

　＿一ユー　　　『”一一
i一天ギサ漏’ P

・乾固（ロータリrエパポレ一夕ー）

←水酸化ナトリウム溶液（0．4硯／V％）100m1

←アセトニトリル　50ml

←n一ヘキサン　　50皿1

・振とう（10分間）

塵］一
　　］←n一ヘキサン5・m・

　　1　　●振とう（10分間）

n一ヘキサン層

水　　層

1麺
－　　一←酢酸エチル　50ml　　　・抽出（振とう｛0分間）

酢酸エチル膚

・脱水（無水硫酸ナトリウム）

・乾固（ロrタリ一二’献レ」ヂー）

・真空乾燥（60℃30分間）

←酢酸エチル　2m1

←トリメチルシリル化剤　200μ1

●　トリメチソレシリルエーテルfヒ

　5．2．4　分析条件

　　ガスクロマトグラフ　日本電子社製　JGC－20KFP型

　　　検出器　水素炎イオン化検出器

　　　充てん剤　 シリコン8E－5010砂ロモソルプW，AW－DMCS
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　80－100メヅシュ

　　　カラム　ガラス21皿φxlm
　　　カラム温度　　250℃

　　　キャリアガス’　N2

4．試験結果

　　　　　　　表一2　　濃　　縮　　倍　　率

2　W 5　w 4　W 6　w 付　表 付　図

第一濃度区

1【1．8

X2

10．8

T．1

a4

yO

13．5

X5

5，4ブ6 ち4～6

第二濃度区
※20以下

Q2．4

※20♪

ｦ20嚢

61．1

ｦ20以下

6Z7

T五1

5，5．6 2，4～6

※　5．1にて補足説明

以下次頁に続く



5．備　　考

　5．1　分析限界について

　　　供試物質をシリル化したものの機器の検出限界は（図一3

　　参照）約4ppnである。魚体重50g最終液量2m1回収率

　　80多と考えれば

　　　　　　　　　4
　　　　　　　　　　　　　≠0．5　P即　　と左り
　　　　　　　80　　　50
　　　　　　一　×　一
　　　　　　100　　　2

　　魚体中濃度で約0．5p即が分析限界である。

　　　試験水槽濃度は設定にほぼ近いので濃緒性の低い場合

　　　　　　　0．5
　　　　　　一＝　2　　　　　0．5
　　　　　　α15　　　　　　　　　　　＝　20
　　　　　　　　　　　　　　巳015

　すたわち第一濃度区2倍以下・第二濃度区20倍以下表示と

　　左る0

　5，2　供試物質の分析方法については、味の素株式会社分析

　　　センターにて開発された水分析・魚分析の手法を一部改良

　　　して分析を行った。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　　上


